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1 問題の所在  

H・Aサイモンは、ノーベル経済学賞とコンピュー  

タサイエンスにおけるノーベル賞に当たるチュー  

リング賞を共に受賞した第一級の経済学者かつ人  

工知能学者であるが、20年以上も前から経済を複  

雑系として捉えることを主張していた。複雑系で  

あっても、主体の意思決定のメカニズムを捉える  

ことによってかなりの程度接近できるというのが  

彼の立場のようである。複雑系である経済を、分  

散人工知能を利用した政策情報システムを活用す  

ることによって制御することができないだろうかっ  

これが本論で扱おうとする問題である。  

経済政策決定支援システムの概念図   

3 複雑系の制御   

サイモンの主張するように、複雑系である経済  

を、主体の意思決定のメカニズムから捉えられる  

のだとすれば、主体の意思決定を分散人工知能に  

よって支援することで、経済を制御できるのでは  

ないだろうか。  

4 分散人工知能による経済制御   

そこで、知的な（つまり人工知能）意思決定支  

援システムで人間の意思決定を誘導することを考  

える。経済政策決定支援システム（DSSEP）とい  

う一種の政策情報システムで人間の意思決定を誘  

導すればよい。意思決定支援システムが経済全体  

の動きをシミュレートしながら、個人に対して適  

切な誘導を行なえば、経済全体の動きを制御でき  

るのではないだろうか〕知的なユーザー・インター  

フェースをJavaで作成して、Webを通じてクライ  

アント側に配布する。これがクライアント側シス  

テムを構成する。それがサーバー側システムと通  

信しながら意思決定支援を行なう、というのが分  

散型DSSEPである。  
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2 最適化から手続き的合理性へ  

伝統的な経済理論は、最適化行動の理論であり、  

多主体シミュレーションでよく使われるゲーム論  

の枠組みも最適化行動の理論と言ってよいだろう。  

しかし、現実には必ずしも最適化行動になってい  

ない主体の動きを的確に捉えることこそが重要で  

ある。「手続き的合理性」とは、「最適化」に代わ  

る主体行動把握の枠組みとしてサイモンによって  

提唱されたものであるが、主体行動を主体の意思  

決定のメカニズムから捉えるという発想にもとづ  

いている。  
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5 結論  

複雑系である経済を、分散人工知能を利用した  

政策情報システムを活用することによって制御す  

ることができる可能性があると考えられる。  
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